
提出は自由ですが、
審査の加点対象となります

○露頭や海岸、河原で採集したものが対象です（道路砕石などは対象外とします）。
○砂や泥がついているものについては、洗浄またはクリーニングしてください。
○分離できる微化石は、プレパラートを作ってください。

一覧の形で添付してください。提出するレポートに含めることも可能です。

○標本１点につき１枚、必ず添付してください。
○岩石名と分類（化石の場合は和名・学名）、採集地または産出層、
　採集日、採集者名を分かる範囲で記入してください。

ノートやクリアブックの形式で提出してください。○すべての標本箱を重ねずに平置きした状態で、
幅180cm、奥行50cm以内としてください。
○透明なふたの箱やカバーを用意するなどして、
展示の際に標本が露出しないように工夫をして
　ください。なお、審査の際は同定のため標本を
　取り出すことがあります。
○すべての標本箱に、学校名・学年・氏名および
　氏名のよみを記入した貼り付け票を貼り付けて
　ください。様式や大きさは自由です。

レポートに書くとよいもの
・自分の興味や作品のテーマ
・採集した場所の情報（地図や写真があると○）
・自身の取り組み、自分なりの工夫など
・採集した標本の記載（図鑑の内容を写すのは△）
・自分で考えたこと、調べたこと、感想
・手伝ってくれた方（専門家、施設など）へのお礼
・参考にしたもの（図鑑、論文、HPなどの情報）
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※上記の内容を全て書く必要はありません。



標本づくりにチャレンジしたい！という方に向けて
取り組みやすい岩石標本の作り方のポイントを
解説します。

形の整った手ごろな石が多く集まる
海岸や河原は絶好のポイント
天気の良い日に
さがしてみましょう

石についた泥などの汚れは
水で洗い流しましょう

大きすぎず小さすぎず
用意した箱のサイズに
合うものを

木箱で自作したもの、専用の
標本箱、100円ショップの
プラケースでも問題なし


